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上
が
っ
た
と
表
現
す
る
。

約
一
三
〇
億
年
前
に
は
、
宇
宙
に
は
既

に
銀
河
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
観
測
か
ら

わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
初
の
星
が
い

つ
頃
生
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
正
確

な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
太
陽
の

数
百
倍
程
度
の
重
さ
を
持
つ
星
の
内
部
で
、

高
圧
に
よ
っ
て
核
融
合
反
応
が
起
こ
り
重

い
元
素
が
創
生
さ
れ
た
。
核
融
合
反
応
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
輝
く
恒
星
で
あ
る
。
核
融
合

反
応
が
進
み
、
鉄
の
辺
り
の
原
子
ま
で
創

ら
れ
る
と
核
融
合
反
応
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
減
少
し
、
終
に
重
力
に
抗
し
き
れ

ず
重
力
崩
壊
に
よ
り
超
新
星
爆
発
が
起
き

る
。
こ
の
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
、
鉄

よ
り
重
い
原
子
が
核
融
合
で
創
生
し
星
屑

と
な
っ
た
。
星
屑
は
衝
突
合
体
し
恒
星
の

周
り
に
軌
道
を
持
つ
惑
星
を
形
成
し
た
。

約
五
〇
億
年
前
に
誕
生
し
た
太
陽
の
引
力

に
引
か
れ
た
星
屑
が
約
四
六
億
年
前
に
地

球
と
な
っ
た
。

地
球
型
の
惑
星
と
し
て
、
金
星
と
火
星

が
あ
る
。
地
球
を
構
成
し
た
物
質
は
衝
突

や
放
射
線
熱
で
溶
融
し
、
重
い
物
質
が
沈

殿
し
軽
い
物
質
が
地
表
で
冷
却
し
、
気
体

は
大
気
を
作
っ
た
。
地
球
内
部
の
マ
グ
マ

対
流
、
物
質
循
環
、
化
学
反
応
、
太
陽

（
核
融
合
は
現
在
ま
で
に
二
五
％
増
加
し

た
）
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
宇
宙
へ
の
放

熱
に
よ
り
変
化
し
、
安
定
化
に
向
か
っ

た
。
約
三
八
億
年
前
に
生
命
が
誕
生
し
、

物
質
循
環
に
加
わ
っ
た
。
植
物
の
光
合
成

反
応
に
よ
り
約
二
二
億
年
前
か
ら
大
気
中

の
酸
素
が
増
加
し
、
オ
ゾ
ン
層
を
形
成
し
、

紫
外
線
を
さ
え
ぎ
り
陸
上
に
生
物
が
進
出

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地
球
生
命
体
を
豊

か
な
も
の
に
し
た
。

地
球
を
構
成
す
る
元
素
と
は

地
球
を
構
成
す
る
元
素
は
、
地
球
上
の

地
表
付
近
に
存
在
す
る
元
素
の
割
合
を
火

成
岩
の
化
学
分
析
結
果
か
ら
推
定
し
た
結

果
を
質
量
パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し
た
ク
ラ
ー

ク
数
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
一
番
多
い
の

は
酸
素
で
四
九
・
五
％
で
あ
る
。
そ
の
次

は
ケ
イ
素
（
二
五
・
八
％
）、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
（
七
・
五
六
％
）、
鉄
（
四
・
七
〇

％
）、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
三
・
三
九
％
）、
ナ

ト
リ
ウ
ム
（
二
・
六
三
％
）、
カ
リ
ウ
ム

（
二
・
四
〇
％
）
と
続
く
。

こ
こ
で
、
元
素
の
一
覧
表
で
あ
る
周
期

表
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
周
期
表
の
配

列
は
、
原
子
核
の
中
の
陽
子
の
個
数
に
基

づ
い
て
付
け
ら
れ
る
原
子
番
号
順
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
陽
子
が
一
個
で
あ
る
水
素

か
ら
始
ま
り
、一
マ
ス
進
む
ご
と
に
陽
子
が

一
つ
多
い
原
子
記
号
を
示
し
な
が
ら
並

ぶ
。
電
子
の
軌
道
に
関
係
し
た
周
期
律
に

沿
っ
て
改
行
さ
れ
、
二
段
目
、
三
段
目
と

順
次
追
加
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
、
左

か
ら
右
へ
、
ま
た
上
か
ら
下
へ
行
く
に
つ

れ
て
原
子
番
号
の
大
き
い
元
素
が
並
ぶ
。

化
学
反
応
エ
ネ
か
ら
核
反
応
エ
ネ
へ

核
反
応
は
、
化
学
反
応
に
比
べ
て
、
原
子

核
物
理
学
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

て
、
日
常
性
か
ら
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

資
源
問
題
、
環
境
問
題
の
制
約
か
ら
文
明

を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
化
学
反
応
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
移
行

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
つ
と
、
宇

宙
、
生
命
等
自
然
に
関
す
る
広
い
知
見
を

基
に
、
俯
瞰
的
、
全
体
的
に
判
断
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
る

が
、
時
空
を
広
げ
た
一
例
と
し
て
、
お
馴
染

み
の
核
反
応
に
つ
い
て
纏
め
て
み
よ
う
。

ビ
ッ
グ
バ
ン
理
論
に
よ
る
と
、
宇
宙
誕

生
直
後
の
約
三
分
間
に
全
て
の
物
質
の
元

が
生
み
出
さ
れ
た
。
超
高
温
の
宇
宙
は
、

こ
の
間
に
急
激
な
膨
張
を
起
こ
し
な
が
ら

冷
え
、
そ
の
中
で
、
物
質
の
元
で
あ
る
素

粒
子
の
う
ち
ク
ォ
ー
ク
が
集
ま
り
、
陽
子

や
中
性
子
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
陽
子
や
中

性
子
が
集
ま
っ
て
、
元
素
の
中
で
も
も
っ

と
も
軽
い
、
水
素
や
ヘ
リ
ウ
ム
の
原
子
核

が
生
み
出
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
生
ま
れ
た

原
子
核
は
、
総
数
の
九
二
％
が
水
素
、
残

り
八
％
が
ヘ
リ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
ビ
ッ
グ

バ
ン
か
ら
約
三
八
万
年
後
、
宇
宙
の
温
度

の
低
下
に
と
も
な
い
電
子
と
原
子
核
が
結

合
し
て
原
子
が
生
成
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

光
子
は
電
子
と
の
相
互
作
用
せ
ず
に
進
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
宇
宙
が
晴
れ
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周
期
表
は
、
歴
史
上
の
多
く
の
科
学
者
た

ち
に
よ
る
知
の
集
大
成
で
あ
る
。

周
期
表
の
同
じ
元
素
で
中
性
子
の
数
が

違
う
核
種
の
関
係
を
同
位
体
と
呼
ぶ
。
同

位
体
は
安
定
な
も
の
と

不
安
定
な
も
の
が
あ
り
、

不
安
定
な
も
の
は
時
間

と
と
も
に
放
射
線
を
発

し
崩
壊
す
る
。こ
れ
が

放
射
性
同
位
体
で
あ
る
。

放
射
性
同
位
体
は
ア
ル

フ
ァ
崩
壊
（
ヘ
リ
ウ
ム

原
子
核
の
放
出
）
に
よ

り
原
子
番
号
と
質
量
数

の
異
な
る
核
種
へ
、
ま

た
は
ベ
ー
タ
崩
壊
に
よ

り
同
質
量
数
で
原
子
番

号
の
異
な
る
核
種
へ
と

放
射
性
崩
壊
を
起
こ
す
。

元
素
の
中
に
は
放
射
性

同
位
体
し
か
持
た
な
い

も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
元
素
を
放
射
性
元

素
と
呼
ぶ
。
放
射
性
元

素
に
該
当
す
る
元
素
は
、

テ
ク
ネ
チ
ウ
ム
、
プ
ロ

メ
チ
ウ
ム
、
お
よ
び
ビ

ス
マ
ス
以
上
の
原
子
番
号
を
持
つ
全
て
の

元
素
で
あ
る
。
一
九
番
目
の
元
素
は
カ
リ

ウ
ム
で
あ
る
が
、
岩
石
に
大
量
に
含
ま
れ

る
ほ
か
、
動
植
物
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な

元
素
で
あ
り
、
水
に
溶
け
や
す
く
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
似
た
性
質
を
持
ち
、
経
口
摂
取
す
る

と
す
み
や
か
に
全
身
に
広
が
る
。
カ
リ
ウ
ム

に
は
半
減
期
一
二
・
四
八
億
年
の
カ
リ
ウ

ム
40
が
〇
・
〇
一
一
七
％
含
ま
れ
て
い
る
。

放
射
性
崩
壊
で
は
全
体
の
八
九
％
は

ベ
ー
タ
崩
壊
に
よ
り
カ
ル
シ
ウ
ム
40
と
な

り
、
一
一
％
は
電
子
捕
獲
に
よ
り
ア
ル
ゴ

ン
40
に
な
る
。
生
物
学
的
半
減
期
は
三
〇

日
と
さ
れ
、
人
類
誕
生
以
来
、
人
体
が
持

つ
放
射
線
強
度
は
、
体
重
六
〇
㌔
㌘
の
成

人
男
子
で
約
四
〇
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

、
こ
れ
に
よ
る
年

間
の
内
部
被
曝
線
量
は
、
〇
・
一
七
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
と
な
り
、
こ
れ
ほ
ど
身
近
な
放
射

性
物
質
は
な
い
。
カ
リ
ウ
ム
40
の
放
射
線

は
ト
リ
ウ
ム
お
よ
び
ウ
ラ
ン
と
共
に
自
然

放
射
線
量
の
約
三
分
の
一
に
達
し
、
地
質

時
代
に
お
い
て
地
熱
の
主
因
と
な
っ
て
い

た
。
放
射
性
崩
壊
に
よ
り
生
成
し
た
ア
ル

ゴ
ン
40
が
地
球
大
気
中
に
は
多
量
（
〇
・

九
三
％
）
に
蓄
積
し
て
い
る
。
地
球
で
最

も
重
い
元
素
は
周
期
表
九
二
番
目
の
ウ
ラ

ン
で
あ
り
、
ク
ラ
ー
ク
数
は
〇
・
〇
〇
〇
四

％
で
、
半
減
期
七
億
年
の
ウ
ラ
ン
235
が
〇
・

七
二
％
含
ま
れ
て
い
る
。
ウ
ラ
ン
よ
り
重

い
元
素
は
不
安
定
で
、
放
射
線
を
放
出
し

て
安
定
元
素
に
変
わ
っ
て
い
く
た
め
地
球

に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

加
速
器
を
用
い
た
元
素
の
発
見

二
〇
一
二
年
現
在
、
周
期
表
に
は
一
一

八
個
の
元
素
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
一
一
二
番
目
の
元
素
が
二
〇
一
〇

年
二
月
に
国
際
純
正
・
応
用
化
学
連
合
に

よ
っ
て
コ
ペ
ル
ニ
シ
ウ
ム
と
正
式
命
名
さ

れ
た
。
こ
の
元
素
の
発
見
は
一
九
九
六
年

に
加
速
器
を
用
い
て
ド
イ
ツ
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
合
成
に
成
功
し
た
。
こ
れ
ら
の

新
元
素
は
い
ず
れ
も
巨
大
な
加
速
器
が
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
加
速
器
は
、
二
〇
世

紀
初
め
に
発
明
さ
れ
、
原
子
核
物
理
学
を

進
歩
さ
せ
、
身
近
な
医
療
用
装
置
と
し
て

も
普
及
し
て
い
る
。

原
理
は
宇
宙
に
お
け
る
物
質
創
成
を
模

擬
し
て
い
る
。
地
上
で
核
反
応
を
起
こ
す

に
は
、
陽
子
、
α
粒
子
な
ど
の
荷
電
粒
子

を
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
加
速
し
て
標
的
と
な

る
原
子
核
の
ク
ー
ロ
ン
障
壁
を
越
え
て
標

的
核
内
に
飛
び
込
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
新
し
い
原
子
核
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
。
入
射
粒
子
に
中
性
子
を
用
い
れ
ば
、

ク
ー
ロ
ン
障
壁
が
な
い
の
で
、
容
易
に
標

的
核
内
に
入
っ
て
新
し
い
核
が
生
成
さ
れ

る
。
原
子
炉
内
で
は
中
性
子
に
よ
る
核
分

裂
反
応
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
だ
け
で

な
く
、
核
分
裂
性
物
質
、
核
分
裂
生
成

物
、放
射
能
消
滅
等
の
核
反
応
が
行
わ
れ

て
い
る
。
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産業革命後の
化学反応エネルギー
に支えられた文明

CO2

C
O
2

C
O
2

太陽の
数百倍の
恒星

地球生命体

核反応エネルギー
に支えられた文明へ

現
在
の
宇
宙

重力
に抗
して
核融
合

鉄ま
での
元素
創生

超新星
爆発

地
球
で
最
も
重
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元
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目
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ウ
ラ
ン


